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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 33,195 14.3 167 △64.5 1,081 △13.3 784 △29.5

2021年３月期 29,017 △7.9 473 232.6 1,248 12.5 1,113 △3.4
(注) 包括利益 2022年３月期 2,377百万円( 29.7％) 2021年３月期 1,833百万円( 113.7％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 51.14 － 3.5 2.7 0.5

2021年３月期 72.88 － 5.5 3.3 1.6
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 644百万円 2021年３月期 597百万円
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 39,528 23,721 58.6 1,508.39

2021年３月期 38,784 21,502 53.9 1,368.11
(参考) 自己資本 2022年３月期 23,163百万円 2021年３月期 20,929百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 2,462 △1,417 △3,286 3,995

2021年３月期 2,532 △1,355 957 6,100
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 6.00 － 6.00 12.00 184 16.4 0.9

2022年３月期 － 6.00 － 6.00 12.00 184 23.4 0.8
2023年３月期(予想) － 6.00 － 6.00 12.00 23.0

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,900 8.1 300 78.8 1,150 6.3 800 1.9 52.16

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 16,020,300株 2021年３月期 16,020,300株

② 期末自己株式数 2022年３月期 663,643株 2021年３月期 722,529株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 15,335,433株 2021年３月期 15,274,899株
　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概要（４）今後の見通し」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度の世界経済は、欧米を中心に新型コロナウイルス感染症の効果的なワクチンの普及により経済活

動との両立が進みましたが、新たに感染力の強い変異株の流行により、未だ収束時期は見通せない状況でありま

す。一方で、原材料やエネルギー価格の高騰が続く中、ロシアのウクライナ侵攻の影響により、一層先行きが不透

明な状況にあります。

　わが国経済におきましても、度重なる緊急事態宣言やまん延防止等重点措置等の発令により、景気は頭打ちの状

況であります。

　また、当社グループの主要取引先であります自動車業界におきましては、世界的な半導体不足や東南アジアにお

けるサプライチェーンの寸断により、生産計画の見直し等、今後も生産活動への影響が懸念されます。

　このような環境の下、当社グループは、感染症対策の徹底や原価低減活動の推進による収益確保に努めてまいり

ました。

その結果、売上高は331億95百万円（前年同期比14.3％増加）、営業利益は１億67百万円（前年同期比64.5％減

少）、経常利益は10億81百万円（前年同期比13.3％減少）、親会社株主に帰属する当期純利益は７億84百万円（前

年同期比29.5％減少）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　 ①可鍛事業

当セグメントにおきましては、自動車生産の減産による影響はあるものの、需要変動に対応した生産体制の構

築を推進してまいりました。その結果、売上高は322億68百万円(前年同期比14.9％増加)、セグメント利益(営業

利益)は11億68百万円(前年同期比9.9％減少)となりました。

　 ②金属家具事業

当セグメントにおきましては、新しいオフィスの在り方やテレワーク需要に向けた新商品やデザイン性の高い

新商品開発・販売活動を推進してまいりました。その結果、売上高は９億26百万円(前年同期比1.6％減少)セグメ

ント損失(営業損失)は40百万円(前年同期はセグメント利益14百万円)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は395億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億43百万円増加いたしまし

た。主な要因は、商品及び製品が増加したものの、現金及び預金が減少したことなどにより流動資産が11億14百万

円減少し、投資有価証券及び関係会社出資金の増加などにより固定資産が18億58百万円増加したことによるもので

あります。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ14億74百万円減少し、158億６百万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金、電子記録債務が増加したものの、短期借入金の減少などにより流動負債が８億２百万円減少し、長期

借入金の減少などにより固定負債が６億72百万円減少したことによるものであります。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ22億18百万円増加し、237億21百万円となりました。主な要因は、利益剰

余金及び為替換算調整勘定が増加したことなどによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ21億４百万円減少し、39億95百万円（前

年同期比34.4％減少）となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益９億60百万円、減価償却費25億36百万円、持分

法による投資利益６億44百万円などにより、24億62百万円の収入（前年同期は25億32百万円の収入）となりまし

た。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出13億38百万円などにより、14億17百万円

の支出（前年同期は13億55百万円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減額20億円、長期借入金の返済による支出８億59百万円

などにより、32億86百万円の支出（前年同期は９億57百万円の収入）となりました。

　 (参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率(％) 57.7 51.2 53.6 53.9 58.6

時価ベースの自己資本比率
(％)

25.9 17.1 14.2 17.1 16.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(％)

192.0 536.8 153.8 346.7 232.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

123.7 47.4 88.6 51.4 54.8

　 自己資本比率 ：自己資本／総資産
　 時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産
　 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー
　 インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い
　 (注1) いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。
　 (注2) 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。
　 (注3) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。
　 (注4) 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と
　 しています。

（４）今後の見通し

自動車産業は、CASE（コネクテッド、自動運転、シェアリング、電動化）に代表されるように、今後大きな構造

変化が予測されており、100年に一度の大変革期に突入しております。また、先進国をはじめとしたカーボンニュー

トラルへの対応や持続可能な開発目標達成に向けたSDGsへの対応等、当社グループを取り巻く経営環境は急激に変

化しております。

このような環境の下、当社グループは感染症拡大や世界的な半導体不足等による需要変動に迅速に対応すること

で、感染症の影響下においても収益を確保・拡大できる体制づくりに努め、更なる原価改善活動の推進や軽量化・

高付加価値化を目指した技術面での活動、並びにサステナビリティに関する活動を進めるとともに、中期的な視点

を踏まえた取り組みを強化してまいります。そして、それらを実現する基盤となる人財育成にも注力してまいりま

す。

次期(2023年３月期)の連結業績見通しにつきましては、売上高359億円、営業利益３億円、経常利益11億50百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益８億円を見込んでおります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の企業間の比較可能性などを考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成す

る方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,470,604 4,263,850

受取手形及び売掛金 5,798,776 －

受取手形 － 123,845

売掛金 － 5,574,957

電子記録債権 1,441,444 1,570,443

有価証券 29,991 29,982

商品及び製品 749,632 1,223,747

仕掛品 603,066 902,969

原材料及び貯蔵品 796,089 976,212

その他 327,721 436,823

貸倒引当金 △3,606 △3,908

流動資産合計 16,213,719 15,098,923

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,144,882 9,576,837

減価償却累計額 △5,851,075 △6,282,759

建物及び構築物（純額） 3,293,807 3,294,078

機械装置及び運搬具 28,486,141 30,007,021

減価償却累計額 △22,803,587 △24,320,883

機械装置及び運搬具（純額） 5,682,554 5,686,137

工具、器具及び備品 7,680,114 6,942,605

減価償却累計額 △7,084,570 △6,211,384

工具、器具及び備品（純額） 595,543 731,221

土地 2,616,979 2,688,279

リース資産 2,097,994 1,866,293

減価償却累計額 △659,618 △664,969

リース資産（純額） 1,438,376 1,201,324

建設仮勘定 534,249 558,286

有形固定資産合計 14,161,510 14,159,327

無形固定資産 134,450 60,924

投資その他の資産

投資有価証券 1,998,053 2,500,532

関係会社出資金 4,846,161 6,133,085

退職給付に係る資産 1,038,143 1,283,621

その他 407,812 295,402

貸倒引当金 △15,096 △3,200

投資その他の資産合計 8,275,074 10,209,442

固定資産合計 22,571,036 24,429,693

資産合計 38,784,755 39,528,617
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,806,532 3,236,399

電子記録債務 2,324,184 2,658,295

短期借入金 2,000,000 －

1年内返済予定の長期借入金 859,474 740,426

未払法人税等 50,574 50,035

未払消費税等 179,539 28,693

賞与引当金 330,913 349,407

設備関係電子記録債務 153,861 558,301

その他 1,211,944 1,493,245

流動負債合計 9,917,024 9,114,805

固定負債

長期借入金 4,290,495 3,549,629

リース債務 1,404,543 1,223,149

繰延税金負債 1,293,470 1,566,157

役員退職慰労引当金 41,313 43,726

環境対策引当金 14,455 15,701

退職給付に係る負債 105,760 110,775

その他 214,816 183,002

固定負債合計 7,364,854 6,692,142

負債合計 17,281,879 15,806,947

純資産の部

株主資本

資本金 1,161,000 1,161,000

資本剰余金 722,469 729,819

利益剰余金 17,428,722 18,028,608

自己株式 △243,249 △222,336

株主資本合計 19,068,942 19,697,090

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 987,322 1,182,157

繰延ヘッジ損益 － 337

為替換算調整勘定 708,541 1,989,228

退職給付に係る調整累計額 164,348 295,148

その他の包括利益累計額合計 1,860,212 3,466,871

非支配株主持分 573,720 557,707

純資産合計 21,502,875 23,721,670

負債純資産合計 38,784,755 39,528,617
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 29,017,105 33,195,383

売上原価 26,114,383 30,453,055

売上総利益 2,902,722 2,742,327

販売費及び一般管理費 2,429,257 2,574,568

営業利益 473,465 167,759

営業外収益

受取利息 8,220 16,370

受取配当金 53,343 58,456

持分法による投資利益 597,176 644,285

その他 182,184 283,869

営業外収益合計 840,925 1,002,982

営業外費用

支払利息 49,224 44,885

為替差損 9,773 30,687

その他 6,642 13,558

営業外費用合計 65,640 89,131

経常利益 1,248,749 1,081,609

特別利益

固定資産売却益 133 －

助成金収入 ※1 143,151 ※1 49,062

受取保険金 167 －

投資有価証券売却益 10,365 －

特別利益合計 153,818 49,062

特別損失

固定資産売却損 － 2,500

固定資産除却損 25,928 5,379

新型コロナウイルス感染症による損失 ※2 310,146 ※2 162,175

特別損失合計 336,075 170,055

税金等調整前当期純利益 1,066,492 960,617

法人税、住民税及び事業税 101,995 40,485

法人税等調整額 △148,676 147,464

法人税等合計 △46,681 187,950

当期純利益 1,113,173 772,666

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △111 △11,650

親会社株主に帰属する当期純利益 1,113,285 784,317
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益 1,113,173 772,666

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 340,436 192,849

繰延ヘッジ損益 － 589

為替換算調整勘定 79,191 638,198

退職給付に係る調整額 230,497 130,799

持分法適用会社に対する持分相当額 69,802 642,488

その他の包括利益合計 719,927 1,604,925

包括利益 1,833,101 2,377,592

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,822,604 2,390,976

非支配株主に係る包括利益 10,496 △13,384
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自2020年４月１日 至2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,161,000 718,542 16,499,217 △262,974 18,115,785

当期変動額

剰余金の配当 △183,780 △183,780

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,113,285 1,113,285

自己株式の取得 △28 △28

自己株式の処分 3,927 19,754 23,681

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 3,927 929,504 19,725 953,157

当期末残高 1,161,000 722,469 17,428,722 △243,249 19,068,942

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 657,494 － 559,547 △66,148 1,150,892 566,299 19,832,978

当期変動額

剰余金の配当 △183,780

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,113,285

自己株式の取得 △28

自己株式の処分 23,681

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

329,827 － 148,994 230,497 709,319 7,420 716,740

当期変動額合計 329,827 － 148,994 230,497 709,319 7,420 1,669,897

当期末残高 987,322 － 708,541 164,348 1,860,212 573,720 21,502,875
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　当連結会計年度(自2021年４月１日 至2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,161,000 722,469 17,428,722 △243,249 19,068,942

当期変動額

剰余金の配当 △184,431 △184,431

親会社株主に帰属す

る当期純利益
784,317 784,317

自己株式の取得 －

自己株式の処分 7,350 20,912 28,262

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 7,350 599,885 20,912 628,148

当期末残高 1,161,000 729,819 18,028,608 △222,336 19,697,090

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 987,322 － 708,541 164,348 1,860,212 573,720 21,502,875

当期変動額

剰余金の配当 △184,431

親会社株主に帰属す

る当期純利益
784,317

自己株式の取得 －

自己株式の処分 28,262

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

194,835 337 1,280,686 130,799 1,606,659 △16,012 1,590,646

当期変動額合計 194,835 337 1,280,686 130,799 1,606,659 △16,012 2,218,794

当期末残高 1,182,157 337 1,989,228 295,148 3,466,871 557,707 23,721,670
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,066,492 960,617

減価償却費 2,429,557 2,536,196

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,339 5,015

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 56,162 △58,439

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 887 2,412

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,143 18,494

環境対策引当金の増減額（△は減少） 2,278 1,245

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,061 △11,595

受取利息及び受取配当金 △61,563 △74,826

支払利息 49,224 44,485

為替差損益（△は益） △7,113 △25,887

投資有価証券売却損益（△は益） △10,365 －

固定資産除却損 25,928 8,825

持分法による投資損益（△は益） △597,176 △644,285

売上債権の増減額（△は増加） △644,367 226,590

棚卸資産の増減額（△は増加） 90,698 △891,415

仕入債務の増減額（△は減少） 466,228 637,360

未払消費税等の増減額（△は減少） △351,388 △150,846

その他 135,361 △127,525

小計 2,648,980 2,456,421

利息及び配当金の受取額 61,563 74,826

利息の支払額 △49,201 △44,462

法人税等の支払額 △129,542 △52,846

法人税等の還付額 1,078 28,349

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,532,879 2,462,289
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △490,190 △307,830

定期預金の払戻による収入 386,640 435,340

有形固定資産の取得による支出 △1,232,427 △1,338,874

無形固定資産の取得による支出 △9,113 △14,594

投資有価証券の取得による支出 △6,193 △226,349

保険積立金の積立による支出 △7,521 △5,957

その他 3,098 40,811

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,355,707 △1,417,454

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,000,000 △2,000,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △884,579 △859,914

リース債務の返済による支出 △271,141 △242,031

配当金の支払額 △183,460 △184,470

非支配株主への配当金の支払額 △3,075 △3,075

その他 △528 3,464

財務活動によるキャッシュ・フロー 957,214 △3,286,027

現金及び現金同等物に係る換算差額 22,664 136,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,157,050 △2,104,253

現金及び現金同等物の期首残高 3,943,103 6,100,153

現金及び現金同等物の期末残高 6,100,153 3,995,900
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

なお、「収益認識に関する会計の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内販売において、

出荷時から顧客への製品移転時までの期間が通常の期間である場合は、出荷時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」及び「受取手形」に含めて表示しております。

この結果、当連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありま

せん。

なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度については新たな表示方

法による組替えを行っておりません。

また、収益認識会計基準第89－３項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る「収益認識関係」

注記については記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(連結損益計算書関係)

　※１ 助成金収入

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

　新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金等143,151千円を計上しております。

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

　新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金等49,062千円を計上しております。

　※２ 新型コロナウイルス感染症による損失

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

休業中に発生した人件費、減価償却費等の固定費等310,146千円を計上しております。

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

休業中に発生した人件費、減価償却費等の固定費等162,175千円を計上しております。

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　



中央可鍛工業株式会社(5607) 2022年３月期 決算短信

　－ 13 －

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、鋳鉄・アルミ製品（自動車部品及び産業機械部品）・オフィス家具（オフィス用椅子等）の生産、

製造、仕入及び販売を主な内容とし、事業活動を展開しております。

　従って、当社は、製品を基礎としたセグメントから構成されており、「可鍛事業」及び「金属家具事業」の

２つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　「可鍛事業」は、自動車用部品、産業車両用部品及び産業用ロボット部品の製造販売をしております。

　「金属家具事業」は、オフィス及び施設向け各種椅子等の製造販売をしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

　 前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額（注）1
連結財務諸表
計上額（注）２

可鍛事業 金属家具事業 計

売上高

外部顧客への売上高 28,075,108 941,996 29,017,105 － 29,017,105

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 28,075,108 941,996 29,017,105 － 29,017,105

セグメント利益 1,297,648 14,665 1,312,314 △838,849 473,465

セグメント資産 34,204,335 1,084,239 35,288,574 3,496,180 38,784,755

その他の項目

減価償却費 2,376,618 15,365 2,391,984 37,573 2,429,557

　持分法適用会社への投資額 4,846,161 － 4,846,161 － 4,846,161

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,037,245 13,049 1,050,294 24,717 1,075,012

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△838,849千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額3,496,180千円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であり、その主

なものは、有価証券及び投資有価証券、並びに管理部門に係る資産等であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額24,717千円は、管理部門に係る設備投資であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　 当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額（注）1
連結財務諸表
計上額（注）２

可鍛事業 金属家具事業 計

売上高

　顧客との契約から生じる収益 32,268,390 926,993 33,195,383 － 33,195,383

外部顧客への売上高 32,268,390 926,993 33,195,383 － 33,195,383

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 32,268,390 926,993 33,195,383 － 33,195,383

セグメント利益又は損失（△） 1,168,262 △40,485 1,127,776 △960,016 167,759

セグメント資産 34,370,344 899,955 35,270,299 4,258,317 39,528,617

その他の項目

減価償却費 2,454,641 16,508 2,471,150 65,046 2,536,196

　持分法適用会社への投資額 6,133,085 － 6,133,085 － 6,133,085

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,139,939 18,451 2,158,391 7,085 2,165,476

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△960,016千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額4,258,317千円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であり、その主

なものは、有価証券及び投資有価証券、並びに管理部門に係る資産等であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額7,085千円は、管理部門に係る設備投資であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 1,368.11円 1,508.39円

１株当たり当期純利益 72.88円 51.14円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 ２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,113,285 784,317

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

1,113,285 784,317

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,274 15,335

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

　本日（2022年５月11日）、TDnetにより「代表取締役および役員の異動に関するお知らせ」として別途開示しており

ます。

　

　



中央可鍛工業株式会社

(コード番号 ５６０７)

(１) 連結業績の推移 (百万円)

(２) 連結部門別売上高

増減率

自 動 車 部 品 10.7%

産業用機械部品 22.6%

14.9%

△ 1.5%

14.3%

(３) 連結通期の業績予想 (百万円)

(４) 連結営業利益増減要因（対前年同期比較）

(５) 連結設備投資額の状況 (百万円)

1,680 2,165 1,075

2,350 2,536 2,429

2022年3月期  決算発表参考資料

連   結   情   報

期      別 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

2022年3月期 33,195 167 1,081 784

(対前年増減率) 14.3% △ 64.5% △ 13.3% △ 29.5%

〈連単倍率〉 1.44 - 45.60 -

2021年3月期 29,017 473 1,248 1,113

2020年3月期 31,525 142 1,109 1,153

2019年3月期 29,777 156 821 942

2018年3月期 26,630 695 1,335 933

2022年3月期 2021年3月期 増減

20,166 18,204 1,962

12,102 9,871 2,231
可 鍛 事 業 32,268 28,075 4,193
金 属 家 具 事 業 926 941 △15

合      計 33,195 29,017 4,178

期      別 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

2023年3月期予想 35,900 300 1,150 800

(対前期増減率) 8.1% 78.8% 6.3% 1.9%

設  備  投  資  額

減  価  償  却  費

2023年3月期 2022年3月期 2021年3月期

(計　画) (実  績) (実  績)

増  益  要  因 金    額 減  益  要  因 金    額

売上高増加 1,178 原材料価格上昇 1,063

原価低減努力 275 諸経費増加 551

販管費増加 145

計 1,453 計 1,759

　減益 △ 306差引：営業利益

- 1 -



中央可鍛工業株式会社

(コード番号 ５６０７)

(１) 業績の推移 (百万円)

(２) 部門別売上高

増減率

自 動 車 部 品 10.7%

産業用機械部品 23.1%

11.7%

△ 2.4%

11.1%

(３) 設備投資額の状況 (百万円)

1,350 1,639 811

1,770 1,704 1,785

2022年3月期  決算発表参考資料

個　　別   情   報

期      別 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

2022年3月期 22,998 △ 220 23 △ 48

(対前年増減率) 11.1% - △ 86.7% △ 127.4%

2021年3月期 20,691 △ 130 178 178

2020年3月期 23,888 △ 493 263 181

2019年3月期 24,849 △ 410 184 272

2018年3月期 22,996 105 608 398

2022年3月期 2021年3月期 　増減

20,166 18,204 1,962

1,950 1,583 367
可 鍛 事 業 22,116 19,787 2,329
金 属 家 具 事 業 882 904 △22

合      計 22,998 20,691 2,307

2023年3月期 2022年3月期 2021年3月期

(計　画) (実  績) (実  績)

設  備  投  資  額

減  価  償  却  費
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